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研究要旨 
 北陸地方に所在する、ある健診機関において、平成 31 年度に健康診査を受診した医学的な管

理を受けていない 30 歳～69 歳の女性 32,328 名を対象に、日本人の食事摂取基準(2020 年版)に
おける年齢階級別（30～49 歳、50～64 歳、65～69 歳）の目標とする Body mass index (BMI)の
範囲と、身長による 4 つの区分により回帰分析を行い、年齢階級・身長区分別にやせの判定に相

当する腹囲の値を算出した。 
目標とする BMI の下限値に相当する腹囲は、30～49 歳で 67.4cm、50～64 歳で 73.2cm、65～

69 歳で 77.7cm となった。身長を考慮した場合、身長が高い区分ほど、腹囲のカットポイントも

高くなった。 
また、目標とする BMI の下限値に当たるパーセンタイルに関して、下限値が高く設定される

ごとにパーセンタイル値も高くなり、65～69 歳では、約半数の者がやせの判定となることが示さ

れた。 
回帰式から得た腹囲の範囲は、年齢区分により最大 10.3cm の幅が認められたことから、やせ

の腹囲の基準値を設ける場合は、年齢を考慮することが望ましいと考えられる。さらに、身長も

加味した上で総合的に判定し、早期からの低栄養予防対策を充実することが求められる。 
 

Ａ．研究目的 
わが国においては、平成 20 年度より特定健康

診査（健診）・特定保健指導が実施されている。

ここでは内臓脂肪型肥満に着目した判定と保健

指導が展開されている。 
一方で、BMI と死亡率の関連を検討した報告

によると、肥満者は BMI が高いほど死亡率は上

昇するが、年齢とともにこの関連は希薄になる

という。また、女性においては、男性と比較し

て、生活習慣病リスクは低く、肥満の割合は少

ない一方で、やせの割合は男性よりも高い。さ

らに、近年指摘される、低出生体重児（2,500 g
未満）の割合の増加は、母親のやせが原因の一

つと言われ、生まれた児の将来の健康にも影響

を及ぼすと懸念されている。また、高齢者にお

いても、やせはフレイルやサルコペニアに移行

するリスクを高める。こうした各年代における

やせの問題は、高齢化に伴う健康寿命の延伸・
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介護予防の観点からも、予防的な対策の重要性

が高まっている。 
健診においては、制度の特性から、低栄養に

関する基準は設けられていない。しかし、腹囲

を利用し、過栄養に加え、低栄養のリスク者も

あわせて判定することができれば、早期からの

保健指導も可能となり、望ましい対応となるこ

とが期待できる。このためには、やせに関する

腹囲のカットポイントを算出することが必要と

なる。  
そこで本研究では、女性における、年齢およ

び身長を考慮した低栄養に関わる腹囲のカット

ポイントについて検討した。 

 

Ｂ.  研究方法 

1．対象者及び年齢階級・身長区分 
北陸地方に所在するある医療機関において、

平成 31 年度に健診を受診した者のうち、医学的

管理を受けていない 30 歳～69 歳の女性 32,328
名を対象とした。日本人の食事摂取基準（2020
年版）における「目標とする BMI の範囲」に基

づき、年齢階級を 30～49 歳、50～64 歳、65～69
歳の 3 つに区分した。また、対象者の身長によ

り「150 cm 未満（以下 1 群）」「150 cm 以上 160 
cm 未満（以下 2 群）」「160 cm 以上 170 cm 未満

（以下 3 群）」「170 cm 以上（以下 4 群）」の 4 つ

に区分した。なお、65～69 歳の階級において身

長 170 cm 以上（４群）の者は 1名であったため、

身長を考慮した分析を行う際は、この 1 名を対

象から除外した。 
2. BMI および腹囲の年齢・身長別の比較 

日本人の食事摂取基準（2020 年版）において

は、目標とする BMI の下限値について、18～49
歳では 18.5 kg/m²、50～64 歳は 20.0 kg/m²、65
～74 歳は 21.5 kg/m²と示している。そこで、BMI
の値からやせと判定される者の割合を把握する

ために、年齢階級・身長区分別に、BMI（体重/
身長 2）のデータおよびパーセンタイル値を比較

した。 
やせの腹囲についても、カットポイントにつ

いて検討することを踏まえ、BMI と同様に年齢

階級・身長区分別に計測データおよびパーセン

タイル値を比較した。 
3 統計解析 

低栄養に関わる腹囲のカットポイントについ

て検討するために、回帰直線を求めた。具体的

には、独立変数を腹囲（cm）、従属変数を BMI
（kg/m²）として、年齢階級・身長区分別に回帰

直線を求めた。得られた回帰直線に、各年齢階

級の目標とする BMI の下限値を当てはめ、年齢

階級と身長区分を考慮した目標とするBMIの下

限値に相当する腹囲の値を求めた。統計解析に

は SPSS Statistics 26.0 for Windows（日本アイ・ビ

ー・エム株式会社）を用い、有意水準は 5％とし

た。 
4．倫理的配慮 

本研究は、大阪市立大学生活科学部・生活科

学研究科研究倫理委員会での審査と承認を得て

実施した（2020 年 12 月 9 日、申請番号 20-40）。 

 

Ｃ.  研究結果 

1．対象者の分布 
 対象者の年齢階級は、30～49 歳の者が最も多

かった。身長区分別では、どの年齢階級におい

ても 2 群が最も多く、30～49 歳および 50～64 歳

の階級においては 3 群、1 群、4 群と続き、65 歳

～69 歳の階級では１群、３群、４群の順となっ

た（表 1）。 
2．BMI および腹囲の年齢・身長別の比較 
 各年齢階級・身長区分における、BMI の値を

表 2 に示した。年齢階級別では、年齢が高い階

級になるにつれて中央値が高く、算出される

BMI の値の幅は狭まった。一方で、身長区分を

考慮した場合では、身長の高い区分ほど BMI の
平均値および中央値、各パーセンタイルにおけ

る BMI の値が小さくなる傾向が示された。 
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腹囲においても同様に、各年齢階級・身長区

分の計測データを表 3 に示した。年齢階級別で

は、年齢が高い階級につれて、腹囲の平均値、中

央値ともに増加することが示された。また、身

長の高い区分ほど、腹囲の値も増加する傾向に

あることが示された。 
3．年齢階級・身長区分別の腹囲と BMI の関連 
 年齢階級別の腹囲（cm）を独立変数に、BMI
（kg/m²）を従属変数とした回帰直線を図 1 に示

した。若年の年齢階級から順にｙ= 0.36x − 5.75
（p＜0.001、R²＝0.822）、ｙ＝0.33x − 4.16（p＜
0.001、R²＝0.797）、ｙ＝0.31x − 2.60（p＜0.001、
R²＝0.759）と求まった。この式に、各年齢階級

の目標とするBMIの下限値を当てはめた腹囲の

値は 67.4 cm、73.2 cm、77.7 cm であった。30～
49 歳の階級と 65 歳～69 歳の階級では 10.3 cm
の差が認められた。 
 次に、身長区分を追加し、同様にして回帰直

線と、そこに各年齢階級の BMI の下限値を当て

はめた腹囲の値を求め、その結果を表 4 に示し

た。なお、有意水準はすべての式で p＜0.001 で

あった。算出したすべての回帰式は、決定係数

より 70％以上説明できることが示されたが、年

齢の高い階級になるにつれ、決定係数の値は低

下した。また、身長の高い区分になるにつれて

腹囲の値は大きくなることが示された。 
なお、表には示していないが、年齢階級・身長

区分を設けずに回帰分析を行った。回帰式はｙ

= 0.34x – 4.79（p＜0.001、R²＝0.799）と求まり、

各年齢階級の目標とするBMIの下限値を当ては

めた腹囲の値は、若い年齢階級から順に 68.5 cm、

72.9 cm、77.3 cm であった。表 4 に示した各年齢

階級全体の腹囲の値と比較し、何れの階級にお

いても 1.2 cm 以上の差は認められなかった。 
 最後に、年齢階級と身長区分を考慮した、目

標とするBMIの下限値に相当する腹囲の値を下

回る者の BMI について、年齢階級・身長区分別

に、算出データとパーセンタイル値を表 5 に示

した。年齢が高い階級になると、算出した腹囲

を下回る者の割合が増加した。また、身長が高

い区分ほど、下回る者の割合が増加する傾向が

示された。 

Ｄ．考察 

本研究は北陸地方で健診を受診した女性を対

象に、年齢階級・身長区分別に、BMI および腹

囲の現状と、やせに関する腹囲のカットポイン

トを求めた。 
対象者の BMI の現状に関して、年齢が高い階

級になるにつれて、BMI の値も大きくなること

が示された。加齢に伴う身長の低下や筋肉量の

減少、脂肪量増加による体重の増加が影響して

いると考えられる。また、表には示していない

が、年齢階級別にみた目標とする BMI の下限値

に当たるパーセンタイルの値は、30～49 歳の階

級で 15、50～64 歳では 33、65～69 歳では 50 で

あった。日本人の食事摂取基準（2020 年版）に

おける目標とする BMI の下限値については、フ

レイル予防の観点から、年齢の高い階級になる

に従い、その下限値も高く設定されている。し

かしながら、年齢の高い階級ほど目標とする

BMI の値に到達していない者の割合が増加する

という現状が明らかとなり、65 歳以前からの、

低栄養対策の重要性が示唆された。体格につい

て BMI を指標とする場合は、各年齢階級の目標

値を踏まえた栄養管理、指導が必要であろう。 
対象者の腹囲の現状については、年齢の高い

階級になると腹囲の値も大きくなり、なおかつ、

身長の高い階級になると腹囲も大きくなること

が示された。年齢階級による違いは、BMI と同

様に筋肉量減少と脂肪量増加が影響していると

考えられる。また、身長区分による腹囲の値に

差がみられたことから、腹囲を内臓脂肪蓄積の

指標として用いる場合、身長による体格の違い

を考慮するべきであると考えられる。 
独立変数に腹囲、従属変数に BMI とした線型

回帰モデルから、やせと判定される腹囲のカッ
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トポイントを求めた。30～49 歳においては約

82％、50～64 歳では約 80％、65 歳～69 歳では

約 76％が腹囲の値から説明できることが示され

たが、年齢の高い階級では、若年の階級と比較

すると決定係数がやや低い結果となった。その

理由として、対象者数が少ないこと、ばらつき

が大きいことが影響したと考えられる。また、

回帰式から得た腹囲の値には、年齢階級別で値

に差があり、さらに、同じ年齢階級であっても、

身長区分の違いにより腹囲の値に差が認められ

た。したがって、仮にやせの腹囲の基準値を設

ける場合、身長を考慮した年齢区分別であるこ

とが望ましいと考えられる。 
本研究では、腹囲に身長を加味した上で、や

せにおける腹囲のカットポイントを算出した。

腹囲と同じく特定健診の判定に用いられる BMI
に関しては、国際的な体格指標として、過栄養

や低栄養の診断に用いられている。その一方で、

体脂肪量は反映されず、特に高齢者においては、

加齢に伴う身長の低下、筋肉量減少と脂肪量増

加といった変化が、BMI では評価できない等の

問題点が挙げられており、BMI の有効なカット

ポイントを見つけることは依然として課題であ

る。そこで本研究では腹囲に着目し、カットポ

イントを求めた。表 5 より、回帰式から算出さ

れた腹囲を下回る者の BMI は、特に年齢の高い

階級において、日本人の食事摂取基準（2020 年

版）における目標とする BMI の下限値にあたる

パーセンタイル値が高いことを示した。健診で

算出される BMI に加え、身長を加味した腹囲を

低栄養の判定にも活用することが必要であると

考える。 
本研究にはいくつかの限界がある。まず、対

象者が北陸地方在住の者に限られており、なお

かつ女性に限られる。さらに、体格の違いを考

慮するために身長区分を設けたが、各区分で対

象者の人数に偏りが認められる。 
 

Ｅ．結論 

北陸地方で健診を受診した 30 歳～69 歳の女

性を対象に、年齢階級・身長区分別に、 BMI お
よび腹囲の現状値の把握、低栄養に関わる腹囲

のカットポイントについて検討を行った。BMI
は、年齢が高い階級の者ほど値は大きく、一方

で身長の高い区分の者ほど小さくなることが示

された。腹囲については、年齢および身長の高

い階級の者ほど、腹囲も大きいことが示された。

また、年齢階級別に求めた腹囲のカットポイン

トについて 30～49 歳で 67.4 cm、50～64 歳で

73.2 cm、65～69 歳で 77.7 cm であった。身長を

考慮した場合、身長が高い区分ほど、腹囲のカ

ットポイントも高くなった。身長を考慮した上

で、健診で算出される BMI に加え、腹囲も加味

し、早期からの低栄養予防対策が求められる。 
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図 1 年齢階級別の腹囲と BMI の関係 
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